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１ はじめに 

 平成 29 年 3 月に公示された中学校学習指

導要領第一章総則第 3(4)には，「生徒が学習

の見通しを立てたり学習したことを振り返っ

たりする活動を，計画的に取り入れるように

工夫すること。」と書かれている。また，小学

校の指導要領においても，同様の記述がある

ことから，義務教育の 9年間で，各教科にお

いて，この見通し・振り返り活動を，計画的

に取り入れて，指導していく必要があること

は言うまでもない。 

 昨年度の研究では，学習シートを作成し，

数学的な考え方を身につけるための授業研究

を行ってきた。本年度の研究では，数学的な

考え方のみでなく，授業における学び全般を

定着できるようにしたいと考えた。その手立

てとして，数学授業における「振り返り活動」

に着目し，実践研究を行ってきた。 

小池ら（2015）によると，「学習を振り返

る活動には，学びの主体である生徒にとって

は，自らの学びを内省し，次の学習に向けて

自らの状況をコントロールするメタ認知的機

能があり，（以下略）」と述べている。生徒が

振り返りを書くことで，生徒は自分と向き合

い，自分の変容を知る。そのことで，主体的

に新たな発見を再び自分の中に落とし込むこ

とが期待できるのではないかと考えた。 

重松・吉岡（2012）は「ノートなどに感想

を書かせることを促すものが現れ，より生徒

の反省的な記述には注目されてきているが，

メタ認知の育成の視点から論じたものが少な

い。」としている。このことから，反省的な記

述として何を書かせるかを考えることが必要

であることがわかる。生徒自身が授業で何を

学んだかを客観的に見ることができるような

内容を書く手立てが必要である。 

藤原ら（不詳）は，振り返りを「結果の振

り返り」と「過程の振り返り」に分けて考え

ている。後者について，「数学科で重視したい

過程の振り返りとは『方法の振り返り』であ

り，問題解決の過程で有効に働いた方法を改

めて意識化することである。」としている。ど

うやってその問題を解いたのか，自分がどの

ように考えたのかを振り返り，意識化させる

ことが大切であると考える。 

これらを踏まえて考えると，授業でわかっ

たことや有効だと思った考え方を振り返りと

して書くことが必要であることがわかる。振

り返りとして再度記述することで，その思考

は自分の中で自覚化され，学習したことが自

分の中に成立する。もしわからなくても，ど

こがわからないかが自覚でき，間違えも把握

できる。この思考の動きを振り返り活動によ

って自覚化（メタ認知）することが，授業に

おける学びを定着させることに効果的ではな

いかと考え，本研究に取り組んできた。 

 

２ 研究の方法 

(1) 実習校と実習方法 

実 習 校：山梨県内中学校 

実習期間：５月～１２月（週１回） 

実習方法：授業実践 

(2) 本研究に関わるデータの収集方法 

文献調査，授業実践（ノート・シート調査），

アンケート調査 

(3) 研究実践 

対 象：第１学年 93名 

期 間：実習期間に同じ 

主な単元：「方程式」「比例と反比例」 

（使用教科書 東京書籍「新しい数学１」） 

学びの定着に効果的な振り返り活動の実践 
―振り返りシートの作成，実践を通して― 



３ 研究の結果 

(1) 授業用ノートにおける振り返りの取組と

考察 

１学期の間，授業の振り返りを授業用ノー

トに書かせる活動を行ってきた。授業の終わ

りに３～５分程度の時間を確保し，生徒が振

り返りとして，本時の授業の中で「大切だ」

と思ったことを書く取組である。 

「大切だ」と思ったことを書かせる作業に

ついて，堀（2013）は著書の中で，学習履歴

と題して，「学習履歴とは，毎時間学習後に学

習者が『授業の一番大切なこと』を書く欄で

ある。（中略）単なる感想や印象，思いなどで

はない。この意図は，まず授業を受けた学習

者の頭の中に何が残されているのかを知るた

めである」と述べている。授業で一番大切だ

と思ったことを自身の言葉でまとめとして書

かせることで，本時の学びを自己認知し，学

習内容を定着させることが目的である。 

しかしながら，この振り返り活動を通じて

生徒に授業の学びが定着しているかを判断す

ることはできなかった。 

原因は，「振り返りの記述をこまめにチェ

ックできない」ことである。授業用ノートに

記述させたことで，その日のうちにノートを

回収・チェック・返却しなくてはならなかっ

た。しかしながら，日常業務の中で，その作

業の時間を捻出することは困難であった。ま

た，その原因から，振り返りが書いていない

生徒や，感想になってしまう生徒にも対応が

遅れてしまった。あるクラスの正負の数の除

法の授業では，30人中 6人が「記述なし」，2

人が「除法をがんばる。」「わからないところ

があったけどたのしかったです。」といった感

想になっていた。 

上記の問題点を改善し，学びが定着できる

ような振り返り活動を行うにはどうしたら良

いか考える必要があった。 

 

 

(2) 第１回数学アンケートの実施と考察 

生徒の振り返り活動の実態を把握するた

めに，１学期の終盤にアンケートを行った。

この時期に行った理由は，結果を分析して夏

休み期間に改善するためである。 

まず，「振り返りを書いているか。」という

問いに対しては，98％の生徒（N=87）が書

いていると回答した。 

その中で「授業後に振り返りを見たことが

あるか。」という問いに対しては，76％が見

たことがあると回答した。その生徒たちに「振

り返りをいつ見るのか。」と聞いたところ，テ

スト前や家に帰って家庭学習ノートを行う際

と回答した生徒が多かった。反対に，授業後

に振り返りを見ないと回答した 24％の生徒

は「ノートを見ないから。」という理由が多く，

「時間がない。」や「教科書やワークをやるか

ら。」といった意見も見られた。 

振り返りを見ている生徒は，テスト前や家

庭学習ノートの際に，復習として振り返りを

見ている。一方で，振り返りを見ない生徒は，

振り返りの意義を実感できていない。したが

って，いかに振り返りを書くことに意義を感

じさせられるかを考える必要がある。 

 

(3) 振り返りシートの作成 

 (1)，(2)で出た課題をふまえ，学びを定着さ

せるための手立てとして，振り返りシート（以

下，シートとする。）を作成した。項目は以下

の図１，実際に作成したものは図２の通りで

ある。  

 

 

 

 

 

 

 

図１ 振り返りシートの項目 

 

【シートの項目（左から）】 

・授業の回数 

・日付，プリントNo 

・大切だと思ったこと 

・本日の IQ 

・IQのポイント，キーワード 

・わかり度合い 

 



 

 

 

 

 

図２ 実際の振り返りシート 

【項目】「本日の IQ」とは 

 (1)において，授業用ノートを回収し，生徒

の振り返りを見ていた中で，筆者の期待する

振り返りが見えてきた。それは「問題を書く

ことによる振り返り」である。 

振り返りを書かせる際に，「大切だと思っ

たことを書きなさい」と指示しても，「△△が

わかった。」や「復習をしっかりする。」とい

った感想のような記述が見られた。しかしな

がら，その内容は筆者の望むものではない。

そこで，図３のような振り返りに着目した。 

 

 

 

 

 

図３ 問題を書くことによる振り返り例 

図３の振り返り例を参考にして，授業で扱

った「重要な（Important），または印象に残

った（Impressive）問題（Question）」（以下

IQ）を授業の最後に書かせることを考えた。 

IQを考えることで，それぞれの生徒が，授

業で「大切だ」と思ったことが“問題”とな

って具体化され，よりその授業の学びを深く

考えさせる（深化させる）機会となるのでは

ないかと考えた。 

IQの欄には，解答を書かずに問題のみを記

述する。そして IQ を単元末やテスト前に再

度解くことで，自身の学びがより確認しやす

くなり，定着につながることを期待した。 

 

【項目】「IQのポイント，キーワード」とは 

IQ を書く欄のとなりには，後日自身が IQ

を解くことをイメージしてポイントやキーワ

ードを書いておく。これは授業で学んだポイ

ントでも良いし，自分がその問題でつまずい

たことのキーワード（約分，符号ミスなど）

でも良い。 

単元末やテスト前に再度 IQ を解く際のヒ

ントを考えることで，授業で大切だと思った

ことを第三者として考える（メタ認知する）

ようになる。結果として，より多角的に授業

内容が捉えられ，授業の学びが定着すること

を期待した。 

 

【項目】「わかり度合い」とは 

授業の内容をどれくらい理解できたかを，

生徒自身が４段階で評価する（４が最高）。こ

れを行うことで，生徒自身が単元の最後やテ

スト前に重点的に振り返るべき内容を一目で

わかるようにすることを期待した。 

また，指導者がそれを見ることで，授業で

発見することができなかった生徒のつまずき

の発見や解決につなげることも期待できる。 

 

(4) 振り返りシートの取組と考察 

シートは，授業終了前に３～５分程度の記

入時間を設け，授業が終わったら回収して，

定期的に授業者が振り返りの内容を確認する。

次の授業の最初で生徒に返却する。 

〔生徒Aの取組例〕 

 

 

 

 

 

 

図４ 生徒Aの授業用ノートによる振り返り 

 

 

 

 

 

図５ 生徒Aのシートによる振り返り 



生徒Aは比較的理解力が高く，授業用ノー

トによる振り返り（図４）を行っているとき

にも「大切だ」と思ったこととして，授業の

ポイントとなる内容が書けていた。これがシ

ート（図５）では，その「大切だ」と思った

ことに関する IQ とそのヒントが付け加えら

れる。こうすることで，「大切だ」と思ったこ

とがより具体的になっていることがわかる。 

〔生徒Bの取組例〕 

 

 

 

 

 

図６ 生徒Bの授業用ノートによる振り返り 

 

 

 

 

 

図７ 生徒Bのシートによる振り返り 

生徒Bは数学に対してやや苦手意識を感じ

ている生徒である。授業用ノートによる振り

返り（図６）の際には，「気をつけたい」「忘

れずにしたい」など，感想のような振り返り

が多かったが，シート（図７）では，「移項」

といった数学的な言葉が使われるようになっ

た。 IQ を書いたことで，ポイントや大切だ

と思ったことが焦点化されたと考えられる。 

全体として，生徒Bのような振り返りが６

割程度の生徒に見られた。それまでは感想だ

ったが ，IQ に関連する“移項”のような数

学的用語を使えるようになった生徒が増えた。 

 

(5) 振り返りノートの取組と考察 

学びの定着に向けた取組として，シートを

活用して，授業用ノートとは別のノートに，

「振り返りノート」（以下，ノート）と題し，

IQを解き直す取組を行った。ノートの作り方

は以下の図８の通りである。 

 

 

 

 

 

 

図８ 振り返りノートの作り方 

 今回の研究では各単元のシートを，学期の

中間と学期末に行われるテストの前に返却し，

ノートを作成させた。ノートの作成時間とし

て，授業１時間を設定し，作成手順の説明と

支援の必要な生徒の指導を行った。 

 図９の生徒 A（前出）の例は，図８のノー

トの作り方に忠実に作成した例である。「授業

の回数」をノートでは「問題番号」とし，「わ

かり度合い」を問題番号の下に「赤い星マー

ク」で書いている。この星マークを書く作業

には，その授業を受けたときの理解度を再認

識し，やる気を喚起させるねらいがある。 

また，ノートの作り方②に示したように，

授業内では時間不足，スペース不足によって

書けなかった教科書 P93 の IQも，ノートに

解き直す際には，その問題文を写している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 生徒Aの取組例 

図１０の生徒 B（前出）の例は，数学に苦

手意識をもつ生徒に多かった例である。星１

つの問題が多く，ノートに行う際にも自力解

決できなかった様子が見て取れる。 

しかし，その IQで大切だと思った「移項」

の部分を赤いペンで書いてある。このことか

ら生徒Bは，学びの機会を授業とノートで計

２回確実に得たことになり，学びの定着に近

①新しい見開きページを使用し，単元名と組・番

号・氏名を書く。 

②振り返りシートの IQの問題文や式を写す。 

※「P122問３」のような省略した書き方は不可。 

③わかり度合いを赤い☆で書く。 

④振り返りシートにある「IQ のポイント，キー

ワード」を参考に IQを解く。 



づいたと言える。 

 

 

 

 

図１０ 生徒Bの取組例 

他にも，筆者の期待以上の取組として， IQ

を解く前や解いた後に，問題文だけでなくシ

ートのポイントを写したり，生徒C（図１１）

のように，わかり度合い（星マーク）を「前

（授業後）」と「後（ノート作成後）」に分け

て書いたりしているものもあった。ただ解き

直すだけでなく，学びをより深く定着させよ

うとする工夫が見て取れる。 

 

 

 

 

 

 

図１１ 生徒Cの取組例 

 全体考察として，実施した２回それぞれが

13問ずつという問題数であったことで，やや

生徒に負担がかかっているように感じた。し

かし，授業１時間を費やしたこともあり，大

半の生徒は上記例のように，ノートの作成を

行うことができた。このことから，授業の学

びが多少なりに定着したと考えられる。 

また，ノート作成のときは「こんな（IQの）

ヒントではわからない」と書いた過去の自分

を責めながらも，自分で書いた問題であるた

め，意欲的に取り組む生徒が多かったように

感じる。 

 

(6) 第２回数学アンケートの実施結果 

生徒の振り返り活動の実態を把握するた

めに，２学期の終盤に２回目のアンケートを

行った。（N＝88）この時期にアンケートをと

ったのは，振り返りシートを実施したことに

よる成果と課題を把握するためである。 

質問には「理由」として自由記述欄を設け

た。以下の表にまとめたものは，それぞれの

質問において肯定的な回答である。表の左側

にあるラベルは，自由記述を観点別に分析し

たもので，( )内は人数を示している。表の

右側は，ラベルごとの記述の具体例である。 

都合上，表の通し番号，表題は省略する。 

 

 

 

 

 

肯定的な回答（１，２と答えた生徒）･･･91％ 

理由 具体例 

振り返りシート

の形式による効

果（25） 

欄がないと適当にやるけど欄がある

としっかりやる。/書く量が決まって

いる中で何を書くか考えることで一

番大切な内容が分かると思うから。 

見やすさに関す

るもの（14） 

ノートだと見にくくなるので，書きや

すかった。/そっちの方がまとめやす

いし振り返るときに見やすいから。 

授業との連動に

よるもの（6） 

プリントにポイントなどが書いてあ

ったから。/大切なところに先生が「大

切，こっち見て」などと言っているか

ら。 

意識が変化した

もの（5） 

ちゃんと話を聞くようになったから。

/先生のこともとりいれるようになっ

たから。 

書く内容，書き方

を理解したもの 

（5） 

ポイントなどを知ったから。／以前は

感想のようなものだったので，大切な

ことがわかりやすくなったから。 

その他（6） シートにすることで時間が短くなり，

大切が書きやすくなったから。 

否定的な回答の具体例 

ノートよりも書けるスペースが少なくなった

から。／シートを出すのが面倒くさい。 

 

 

 

 

肯定的な回答（１，２と答えた生徒）･･･94％ 

理由 具体例 

授業をまとめる

ための補助（19） 

難しかった問題のポイントをかけて

良い。／授業の内容がわかりやすくま

とめられたから。 

質問１：授業用ノートに振り返りを書いていたときと比

べて，シートの大切だと思ったことは書きやすく

なったか。 

１．書きやすくなった／２．どちらかというと書き

やすくなった／３．どちらかというと書きにくかっ

た／４．書きにくかった 

 

質問２：シートに IQ を書き，そのポイントやキーワー

ドを書くことはどうだったか。 

１．良かった／２．どちらかというと良かった／３．

どちらかというと良くなかった／４．良くなかった 

 



思い出すための

補助（14） 

よくわからないときもキーワードを

見て思い出せるようになった。／テス

トの近いとき IQとか見るとどこが間

違えたか分かるから。 

復習のための補

助（12） 

自分ができなかったところや難しか

ったところを繰り返しできて復習す

ることができた。／その後自分がまた

できるかどうか確認できるから。 

理解を深めるた

めの補助（11） 

問題のキーワードを考えることで理

解をきちんとできるから。／キーワー

ドを書くことで解き方のコツがわか

るから。 

その他（8） 次に意識できるようになるから。／わ

からないのがわかるから。 

否定的な回答の具体例 

大切だと思ったことと被ることが多い。／ポ

イントを書くのが難しい問題もある。／書い

たらすぐ回収しちゃうからあんま見ない。で

も自分でとっといてもなくす。 

 

 

 

肯定的な回答（１，２と答えた生徒）･･･90％ 

理由 具体例 

理解の把握のた

め（28） 

自分がどれだけわかっているか知れ

たから。／そのとき自分がどれだけわ

かっているか確認できるから。 

復習のため（16） もう一回復習しようという気持ちに

なった。／そのときにできなくてもも

う一回やって４にできるように使え

るから。 

つまずきの確認

のため（8） 

自分が分からないところを確認でき

るようになった。／自分の苦手なとこ

ろがわかるから。 

振り返りのため

（5） 

授業を一瞬だけでも振り返るように

なったから。／その日ちゃんとわかっ

たかを考えることができるから。 

その他（7） わかり度合いが１だったら先生が対

応してくれると思うから。／４段階ま

であるわかり度合いはとてもいい。 

否定的な回答の具体例 

それを書いても別にわかるわけじゃないから。

／書いても書かなくても変わらない気がする。 

 

 

 

肯定的な回答（１と答えた生徒）･･･92％ 

理由 具体例 

復習に活用（17） わからない問題を何回も復習できる

から。／自分では大丈夫だと思ってい

ても，意外とわからないところがあっ

たので，それを復習できるから。 

振り返りに活用 

（14） 

振り返りができたから良かった。／や

った問題なのに忘れたという問題と

かを思い出すことができた。 

理解の補助に活

用（12） 

わからないところがわかるようにな

ったから。／できない問題が１問でも

解けたから。 

テストに有効 

（10） 

テストにも似ている問題が出ていた

から。／点数がアップした。 

学習に活用（7） テストの範囲が最後に全部まとめら

れるから。／大切な問題が集まってい

るから。 

その他（9） 友だちと教え合えた。／自分が必要だ

と思ったところを効率よく解けるか

ら。／自分じゃ復習はしないけど，IQ

問題だとどこを復習すれば良いとか

がわかった。 

否定的な回答の具体例 

課題が増えた。／見開きを使うともったいな

い。／やる意味があるのかと思ったから。 

 

 

 

肯定的な回答（１と答えた生徒）･･･93％ 

ラベル 具体例 

振り返りとして 

（15） 

授業で習ったことを思い出せる。／ど

こを振り返りすればいいかわからな

くても参考になるから。 

定着方法として

（12） 

解き直しをして理解することができ

るから。／点数が上がるから。授業を

聞けるようになった。 

テスト対策とし

て（12） 

テスト前に必要な公式や大切な用語

を確認できるから。／何がわかって何

がわからなかったかわかる。テストの

苦手対策になる。 

メタ認知として 

（9） 

今日の勉強で何が大切で何がわかっ

たのかを自分がわからないといけな

いから。／自分のわかりにくい問題の

系統がわかるから。 

復習として（9） 復習などに役立つ。／それを見て復習

して自分のためになるから。 

家庭学習への利

用として（6） 

今日の授業は何したかわかるし，家庭

学習ノートも書きやすいから。／家に

帰ってポイントを見て家庭学習ノー

トに書いて覚えやすくなるから。 

質問３：わかり度合いを書くことはどうだったか。 

１．良かった／２．どちらかというと良かった／３．

どちらかというと良くなかった／４．良くなかった 

 

質問４：テスト前にノートに IQ を解いたがどうだった

か。（振り返りノート） 

１．良かった／２．良くなかった 

 

質問５：振り返りを書くことについて，率直な意見，感

想を書きなさい。 

振り返りは １．必要だと思う／２．必要ないと思う 

 



（シートの）わか

りやすさ（5） 

その日のやったことが一目でわかっ

たので必要だと思う。／単元の大切な

ところが繰り返しできるし，見やすく

なるので良い。 

その他（8） わからなかったらそのままになりや

すいから。／次の授業に役立つ。 

否定的な回答の具体例 

家庭学習ノートに振り返りを書けば良いと思

ったから。／教科書を見返すときに書いてあ

るから。／書いてもそれが完璧にわかるわけ

じゃないし，その分勉強した方が良い。 

 

(7) 振り返りシートの成果と課題（アンケー

ト結果をふまえて） 

成果 

多くの生徒が，「振り返りは必要だ」と思

っている通り，振り返りは書かないよりも書

いた方が良いことは明白であった。しかしな

がら，振り返りをどうやって（学びの定着に

向けた）具体的な内容にするかが研究当初か

らの課題であった。 

その主たる手立てとして，今回作成したシ

ートではIQを設定した。自分でIQを作成し，

そのポイントやキーワードを考えることで，

学びを客観視する，つまりメタ認知的な視点

を身につけられたことはアンケートからも読

み取れた。それによって，理解の深まりが行

われたと感じている。 

また，授業後に「振り返りを書きますか。」

という発言が増えたことに加えて，「今日は

IQ が多いので，１つじゃなくても良いです

か。」といった前向きな発言も出てくるなど，

生徒の振り返りに対する意識・意欲の向上も

見られた。 

筆者側の成果としては，シートのわかり度

合いの記入が予想以上に手応えを感じた。ノ

ート作成時に，手が止まっている生徒がいて

も，シートのわかり度合いを見ることで，つ

まずきを把握することが容易になった。 

加えて，生徒が書いたヒントを用いて，「こ

こに良いヒントが書いてあるね。これを参考

にすると，･･･」などといった指導も行った。

個に応じた指導とともに，その生徒の振り返

りに対する自尊感情を高めることができたと

感じた。 

 

課題 

【授業づくりの視点から】 

膨大な教科書内容の指導に加え，生徒がシ

ートを記入する時間を捻出することは決して

容易なことでない。今年度もかなり意識をし

たが，それでもアンケートに「もっと振り返

りの時間が欲しい」といった要望が挙げられ

ていた。解決策として，昨年度の研究で作成

した学習シートはその一助となっているが，

それのみに頼るのではなく，今まで以上にタ

イムマネジメント，カリキュラムマネジメン

トが必要になる。年間を通じた指導計画の作

成と，教科書内容の軽重を見極めた授業づく

りが重要である。 

【生徒への対応の視点から】 

振り返りシートの実践を通じて，課題とな

ったことは，「コメントが欲しい生徒」と「わ

かり度合いの低い生徒」への対応がある。 

前者について，筆者はこれまで，振り返り

シートには多忙化を防ぐため，コメントを書

くことを避けてきた。しかしながら，コメン

トを求める意欲的な生徒や，謝った理解をし

ている生徒へは，コメントをするべきである

と感じた。そこで，対応策としてコメントを

求める際のルールを設定することとした。そ

のルールを「コメントが欲しいとシートに書

いてある場合」と，「シートの内容にミスがあ

る場合」とした。このルールを設定すること

で，指導者の負担が緩和された。 

また，後者の「わかり度合いの低い生徒」

への対応は研究の大きな課題である。わかり

度合いの低さは，生徒からの SOS であり，

つまずきの早期発見，適切な対応につながる。

実際，アンケートにも，「わかり度合いが１だ

ったら先生が対応してくれると思うから。」や



「シートにわかり度合いで１や２が書いてあ

ったら先生が次の授業でそこを詳しく説明す

るとかした方が良い。」とあった。早期適切で，

具体的な指導が求められている。 

解決策は未だ模索中である。上記の通り，

授業内での対応ができればそれがベストだが，

そうでなくても，把握したつまずきを克服で

きるような小課題（小テストやプリント）も

有効ではないかと考える。 

 

４ おわりに（シートの意義と可能性） 

 今年度は振り返り活動に着目し，研究を行

ってきた。その中で，振り返りに限らず大切

なことは“確かな意義の実感”だと感じた。 

とかく今の生徒は否定的なニュアンスで

「何のために～するのか」という言葉を発す

る。それは，自分のやっていることがその先

どう役立つのかが明確に見えない，つまり，

やる意義がわからないからである。今回の研

究では，IQを書く前に「単元末，テスト前に

振り返りとして解くため」と説明した。結果

としてテスト前のみになってしまったが，生

徒にとってはテスト対策となり，振り返る意

義を感じられていた。 

また，シートによって，学びを定着させら

れたかどうかは残念ながら検証できなかった

が，「学び方の定着」には大きく有効であると

感じた。それまでは漠然とノートに書いてい

た「大切だ」と思ったことが，IQやわかり度

合いといった項目を提示してあげることで，

「大切だ」と思ったことの記述も変化してい

ったように感じた。そういった内容を書くこ

とを意識すれば，「先生の話を聞くようになっ

た」などといった回答のように，授業の受け

方にも変化が現れるようになる。また，IQの

ような問題を家庭学習ノートに転用すること

も学び方の変化として考えられる。 

今後は，その学び方の変化を，どのように

学びの定着につなげていくかを考えていかな

ければならない。 

 最後に，振り返りシートの可能性を伝えた

い。老子の「知不知上，不知知病。」の言葉の

通り，自分がよく理解していてもまだよく解

っていないと考えるのが最善であり，よく解

っていないことを解ったつもりになってしま

うことが人間の欠点である。そもそも自分の

欠点を欠点として自覚するから，それを改善

することもできる。 

筆者の経験上，生徒は授業で理解したこと

は「わかった」とする。少し理解が不足して

いても，「なんとなくわかった」として，それ

がいつの間にか「わかった」に変わっている。

授業で理解できなかったことは「あとで復習

しよう」とする。そしていずれのパターンも，

その後の復習が行われることは少ない。 

シートは，そういった生徒の心理的な欠点

を改善する可能性があると感じている。振り

返り活動の中で，自分は何ができていなかっ

たのかを客観的に，そして具体的に考えるこ

とで，自分の不知を知る。そういったメタ認

知的な視点は現代社会を生き抜いていくため

に必要な能力である。それを養うための一つ

の手立てとして，振り返り活動を学校教育の

中で推進していく必要があると考える。 

生徒は様々なことを学校で学ぶ。指導者は

そこで，知識や技能だけでなく，「どのように

学ぶか」を，より具体的に，より丁寧に教え

る存在であるべきだとこの研究で感じた。こ

れからもそういった姿勢を忘れることなく，

挑戦し続けていきたい。 
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